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近
代
日
本
研
究
第
三
十
三
巻
（
二
〇
一
六
年
）

特
集

小
泉
信
三
没
後
五
〇
年

小
泉
信
三
の
筆
記
ノ
ー
ト

―
―
堀
江
帰
一
「
財
政
学
」
筆
記
ノ
ー
ト
を
中
心
に
―
―

池

田

幸

弘

は
じ
め
に

小
泉
信
三
の
筆
記
ノ
ー
ト
と
し
て
は
、
学
生
時
代
に
と
っ
た
ノ
ー
ト
と
、
教
員
に
な
っ
て
か
ら
手
控
え
と
し
て
残
し
た
ノ
ー
ト

と
、
性
質
の
異
な
っ
た
二
種
類
の
も
の
が
存
在
し
て
（
1
）

い
る
。
本
論
考
で
扱
う
の
は
、
前
者
で
あ
る
。
学
生
時
代
に
と
っ
た
ノ
ー
ト

は
小
泉
の
特
集
で
あ
る
本
企
画
か
ら
す
る
と
、
む
し
ろ
周
辺
に
属
す
る
テ
ー
マ
群
で
あ
る
。
小
泉
が
ど
の
よ
う
な
科
目
を
履
修
し

た
か
は
小
泉
研
究
の
観
点
か
ら
も
興
味
あ
る
事
柄
で
は
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
担
当
者
の
学
問
や
当
該
講
義
と
の

関
係
な
ど
が
主
要
な
関
心
事
と
な
ろ
う
。
古
今
東
西
の
筆
記
ノ
ー
ト
で
も
、
誰
が
筆
記
し
た
か
よ
り
も
、
誰
の
講
義
で
あ
っ
た
の

か
、
そ
し
て
講
義
の
中
身
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
が
関
心
の
的
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
本
研
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究
は
、
小
泉
研
究
と
し
て
は
や
や
迂
回
的
な
関
心
事
を
扱
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
講

義
の
内
容
を
知
る
に
は
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
学
生
小
泉
に
た
い
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
側
面
か
ら
受
講
し
た
講
義
の

内
実
を
知
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

紙
幅
の
都
合
上
、
今
回
と
り
あ
げ
て
紹
介
す
る
の
は
、
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
小
泉
の
筆
記
ノ
ー
ト
の
う
ち
、
ご
く
一
部

に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
（
2
）

た
い
。
閲
覧
し
た
の
は
、
神
戸
寅
次
郎
「
法
学
（
3
）

通
論
」、
福
田
徳
三
の
「
社

会
政
策

そ
の
他
」、
そ
し
て
堀
江
帰
一
の
「
財
政
学
」
の
三
点
で
あ
る
。
以
下
、
堀
江
「
財
政
学
」
を
主
に
と
り
あ
げ
る
。
残

さ
れ
た
ノ
ー
ト
や
、
以
下
脚
注
で
要
約
的
に
紹
介
す
る
神
戸
や
福
田
の
講
義
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
論
及
は
別
の
機
会
に
と
り
あ

げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
堀
江
を
主
た
る
考
察
対
象
と
し
た
の
は
、
慶
応
義
塾
に
お
け
る
ド
イ
ツ
経
済
思
想
の
教
授
と
い
う
観
点
か

ら
、
こ
の
講
義
が
格
好
の
分
析
対
象
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
論
文
の
最
後
の
部
分
で
ふ
れ
る
。

小
泉
が
慶
応
義
塾
予
科
に
進
学
し
た
の
は
、
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
で
あ
る
。
二
年
間
の
予
科
を
終
え
て
、
明
治
四
十

（
一
九
〇
七
）
年
に
は
本
科
、
政
治
科
に
進
学
し
て
い
る
。
政
治
科
は
、
文
学
、
法
律
、
理
財
と
比
す
る
と
、
や
や
新
し
い
学
科

で
、
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
に
設
立
さ
（
4
）

れ
た
。
小
泉
が
、
理
財
で
は
な
く
、
政
治
科
を
選
択
し
た
に
つ
い
て
は
、「
福
田

先
生
の
講
義
を
聞
く
た
め
に
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
し
ば
し
ば
再
生
産
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
後
に
は
同
僚
と
な
り
ま
た
ラ

イ
バ
ル
で
も
あ
っ
た
高
橋
誠
一
郎
も
ま
た
理
財
で
は
な
く
政
治
科
に
学
ん
だ
。
ひ
と
つ
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
政
治
も
い
れ
て
四
学
科
体
制
で
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
に
せ
よ
、
学
科
ご
と
の
垣
根
は
低
か
っ
た
と
い
う
事
実
、
こ
れ
で
あ

る
。
政
治
科
の
な
か
で
、
経
済
学
の
教
育
は
一
定
の
比
重
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
比
重
が
と
く
に
高
い
と
は
い
え
な
い
。
脚
注

で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
小
泉
が
学
生
時
代
に
受
け
た
授
業
に
は
、
政
治
学
プ
ロ
パ
ー
の
ほ
か
、
法
学
系
の
そ
れ
も
含
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
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堀
江
帰
一
「
財
政
学
」
筆
記
ノ
ー
ト

堀
江
は
、
小
泉
の
師
の
一
人
で
（
5
）

あ
る
。
財
政
学
筆
記
ノ
ー
ト
は
二
種
類
存
在
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
表
紙
に
「
財
政
学
／
堀

江
先
生
講
／
政
治
科
二
年
／
小
泉
信
三
」（
以
下
、
引
用
の
さ
い
は
「
財
政
学
」
筆
記
ノ
ー
ト
と
す
る
）
と
記
さ
れ
た
も
の
。
い

ま
ひ
と
つ
は
、「
財
政
学

V
ol.II

／
堀
江
教
授
講
／
政
治
科
二
年
／
小
泉
信
三
」（
以
下
、
引
用
の
さ
い
は
「
財
政
学
」
筆
記

ノ
ー
ト
二
と
す
る
）
と
記
さ
れ
た
も
の
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
二
年
次
に
受
講
し
た
講
義
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

政
治
科
入
学
は
明
治
四
十
年
の
こ
と
な
の
で
、
講
義
は
翌
年
、
四
十
一
年
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
科
目
は
、
政
治

科
二
年
次
配
当
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
小
泉
自
身
の
「
政
治
科
二
年
」
と
い
う
記
載
と
一
致
し
て
い
る
。
ほ
か
に
、
経
済
系

の
科
目
と
し
て
は
、
銀
行
論
、
農
工
経
済
学
、
経
済
学
史
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

堀
江
の
財
政
学
講
義
に
つ
い
て
は
、
義
塾
関
係
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
す
で
に
言
及
が
あ
る
。
高
橋
誠
一
郎
は
、
や
は
り
堀
江

の
財
政
学
の
受
講
者
だ
が
、
堀
江
の
講
義
に
関
し
て
は
、
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
の
『
財
政
学
』
の
訂
正
第
三
版
が
使
わ
れ
た
と
証
言
し

て
お
り
、
こ
れ
は
、
堀
江
自
身
の
述
懐
と
も
符
合
す
る
。
高
橋
の
受
講
は
明
治
三
十
九
年
で
あ
る
。
自
著
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で

は
、
堀
江
は
た
し
か
に
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
後
の
大
正
年
間
に
入
っ
て
か

ら
に
な
る
が
、
や
は
り
堀
江
の
財
政
学
講
義
に
列
し
た
金
原
賢
之
助
は
、
堀
江
の
思
想
の
変
化
に
ふ
れ
、
こ
れ
が
財
政
学
講
義
に

反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
過
去
に
出
さ
れ
た
教
科
書
に
は
こ
う
書
い
た
が
、
い
ま
は
そ
う
考
え
て
い
な
い
と
述
べ
る

場
面
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
回
想
で
（
6
）

あ
る
。
今
回
紹
介
す
る
筆
記
ノ
ー
ト
は
、
早
い
段
階
の
講
義

で
あ
り
、
同
時
に
、
堀
江
自
身
の
『
財
政
学
』
出
版
前
の
も
の
で
あ
る
。
の
ち
に
公
刊
さ
れ
る
著
書
に
結
実
す
る
堀
江
の
初
期
の

小泉信三の筆記ノート
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財
政
思
想
を
表
す
も
の
と
し
て
重
要
な
一
次
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
冊
目
の
筆
記
ノ
ー
ト
の
目
次
は
次
の
と
お
り
で
（
7
）

あ
る
。

第
一
章

財
政
の
概
念

第
一
節

財
政
の
起
源
及
び
性
質

第
二
節

財
政
と
私
人
経
済
と
の
関
係

第
三
節

財
政
と
私
人
経
済
と
の
異
同

第
二
章

経
費
総
論

第
一
節

経
費
の
種
類
及
び
効
果

第
二
節

経
費
に
関
す
る
一
般
原
則

第
三
節

経
費
の
範
囲

第
四
節

経
費
の
種
類

第
三
章

国
家
収
入
論

第
一
節

歳
入
の
種
類

第
二
節

官
有
財
産
並
び
官
業

4



第
三
節

土
地

農
林

鉱
山

二
冊
目
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
の
頁
付
け
は
通
し
で
な
さ
れ
て
い
る
。
二
冊
目
に
目
次
は
な
い
が
、
お
よ

そ
つ
ぎ
の
よ
う
な
順
序
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

租
税
論

第
一
節

租
税
の
定
義
及
び
性
質

第
二
節

租
税
に
関
す
る
用
語

第
三
節

租
税
に
関
す
る
一
般
の
原
則

第
四
節

租
税
の
種
類

第
五
節

租
税
制
度
と
組
織

第
六
節

列
国
租
税
制
度
の
要
点

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
が
い
く
つ
か
の
節
に
分
か
れ
て
い
る
。
目
次
部
分
に
続
い
て
は
、
参
考
文
献
リ
ス
ト
が
あ

り
、
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
ザ
ッ
ク
ス
を
先
頭
に
、
十
一
点
の
文
献
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
（
8
）

い
る
。

こ
の
講
義
に
つ
い
て
ま
ず
気
づ
く
の
は
、
堀
江
の
著
作
と
の
関
係
性
で
あ
る
。

多
作
で
知
ら
れ
る
堀
江
に
は
、『
財
政
学
』
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
著
書
が
あ
る
。
こ
の
著
作
の
各
版
を
示
せ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に

な
ろ
う
。

小泉信三の筆記ノート
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初
版

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
年
）
三
月

訂
正
二
版

同
年
四
月
刊
行

三
版

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）

増
訂
四
版

大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）

増
訂
六
版

大
正
五
年
（
一
九
一
六
年
）

増
訂
七
版

大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）

十
一
版

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）

十
二
版

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）

こ
れ
は
、
大
正
十
二
年
刊
行
の
第
十
二
版
の
奥
付
を
も
と
に
、
ま
と
め
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
整
理
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
小
泉
の
筆
記
ノ
ー
ト
は
、『
財
政
学
』
初
版
に
時
代
的
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
書
の
た
び
重
な
る
改
定
は
、

堀
江
の
講
義
と
と
も
に
同
書
が
内
実
と
も
に
拡
充
し
て
い
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
実
際
、
以
下
で
示
す
よ
う
に
、
筆
記
ノ
ー

ト
は
、『
財
政
学
』
の
原
型
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
上
記
は
、
す
べ
て
の
版
を
列
挙
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
初
版
と
二
版

の
間
に
は
、
わ
ず
か
に
一
ヶ
月
ほ
ど
の
刊
行
時
期
の
差
が
あ
る
の
み
で
、
実
質
的
な
改
変
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た

め
、
堀
江
自
身
は
こ
れ
を
「
訂
正
二
版
」
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
財
政
学
』
再
版
序
で
、
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

余
が
本
書
を
著
作
し
た
る
は
、
世
間
多
数
の
著
作
家
が
云
ふ
が
如
き
、
大
な
る
抱
負
と
目
的
と
を
有
せ
る
が
為
に
非
ず
。
明
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治
三
十
六
年
来
慶
應
義
塾
大
学
部
に
於
て
、
財
政
学
の
講
義
を
擔
任
し
、
親
し
く
学
生
に
教
授
す
る
に
當
り
、
稿
本
に
依
て

口
授
し
た
る
所
を
筆
記
せ
し
め
て
、
以
て
今
日
に
至
れ
る
が
此
方
法
に
て
は
、
徒
ら
に
時
間
を
費
し
、
労
力
を
靡
か
す
る
こ

と
多
く
し
て
然
も
益
す
る
も
の
大
な
る
を
得
ざ
る
の
嫌
い
あ
り
、
左
れ
ば
と
て
他
人
の
著
書
を
教
科
書
に
充
て
ん
か
、
往
々

私
見
と
相
違
す
る
所
あ
り
て
、
講
学
上
に
便
な
り
と
せ
ず
。
自
ら
一
書
を
刊
行
せ
ん
に
は
、
此
般
の
便
宜
大
な
る
も
の
あ
る

可
し
と
て
、
在
来
の
講
義
に
使
用
し
た
る
稿
本
の
全
部
に
改
竄
を
加
へ
、
著
書
と
し
て
世
に
公
に
す
る
に
至
れ
る
次
第

（
9
）

な
り
。

堀
江
の
序
は
、
こ
の
著
書
の
成
立
過
程
を
簡
潔
に
語
っ
て
い
る
。
義
塾
大
学
部
で
の
講
義
と
し
て
財
政
学
を
講
じ
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
講
義
担
当
者
が
稿
本
を
準
備
し
て
お
り
、
そ
れ
を
学
生
に
筆
記
さ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
筆
記
が
学

生
に
か
け
る
負
担
も
あ
り
、
教
科
書
の
公
刊
を
思
い
立
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
野
心
的
な
、
つ
ま
り
新

し
い
主
張
を
含
ん
だ
著
書
で
は
な
い
と
、
冒
頭
に
断
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
講
義
担
当
者
の
ノ
ー
ト
、
す
な
わ
ち
稿
本
が
あ

り
、
そ
れ
を
も
と
に
講
義
は
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
稿
本
に
も
と
づ
い
て
著
書
は
刊
行
さ
れ
た
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
稿
本
の
一
部
と
対
応
し
て
い
る
学
生
の
ノ
ー
ト
、
す
な
わ
ち
こ
の
場
合
は
小
泉
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
の
ち
に
公
刊

さ
れ
多
く
の
版
を
重
ね
た
『
財
政
学
』
と
は
か
な
り
の
重
複
が
予
想
さ
れ
る
。
実
際
、
以
下
で
み
る
よ
う
に
、
小
泉
の
ノ
ー
ト

は
、『
財
政
学
』
の
い
わ
ば
原
型
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

著
書
の
成
立
に
か
か
わ
る
堀
江
の
解
説
に
つ
い
て
は
以
上
み
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
四
年
、
ま
だ
在
外
研
究
中
の
堀

江
の
日
記
に
は
、
講
義
の
稿
本
の
原
型
と
も
考
え
ら
れ
る
草
稿
に
つ
い
て
の
言
及
が
み
え
る
。
同
年
、
九
月
十
八
日
の
日
記
に
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
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ケ
リ
ー
政
治
論
は
如
何
に
も
詰
ら
な
け
れ
ば
中
途
に
て
止
む
。
午
後
雨
烈
し
く
降
る
、
財
政
論
起
稿
、
夕
刻
一
寸
近
傍
を
散

歩
、
夜
ま
（
10
）

た
雨
。

同
月
二
十
五
日
に
は
「
コ
ー
ン
の
財
政
学
中
よ
り
鉄
道
の
部
を
読
」
ん
だ
と
の
記
載
が
あ
る
。
翌
月
八
日
に
は
、
租
税
論
に

入
っ
て
お
り
、
十
月
九
日
の
日
記
に
は
「
単
税
論
よ
り
租
税
分
配
論
」
の
執
筆
に
従
事
し
た
と
書
か
れ
て
（
11
）

い
る
。
ま
た
、
十
一
月

の
日
記
に
は
再
び
財
政
論
に
つ
い
て
の
記
載
が
み
え
る
。

晴
天
、
朝
、
財
政
論
を
起
草
す
（
相
続
税
に
関
す
る
各
国
の
（
12
）

慣
例
）

こ
の
よ
う
に
、
堀
江
は
日
記
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
、
銀
行
論
、
貨
幣
論
の
執
筆
を
行
っ
て
お
り
、
す

こ
し
遅
れ
て
財
政
論
の
執
筆
に
と
り
か
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
堀
江
は
、
明
治
三
十
四
年
の
十
一
月
十
九
日
に
は
、

オ
ラ
ン
ダ
経
由
で
ド
イ
ツ
に
向
か
う
べ
く
、
イ
ギ
リ
ス
を
離
れ
て
い
る
。

す
で
に
、
堀
江
の
講
義
に
か
ん
し
て
は
、
そ
の
構
成
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
財
政
学
』
第
一
編

総
論
並
に
国
家
経

費
論

第
一
章
は
、
財
政
に
関
す
る
概
念

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
第
一
節
、
第
二
節
、
第
三
節
は
そ
れ
ぞ
れ
、
財
政
の
起
源
並

に
性
質
、
財
政
と
私
人
経
済
と
の
関
係
、
財
政
と
私
人
経
済
と
の
異
同
、
と
さ
れ
て
い
る
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
章
や
節
の
タ
イ

ト
ル
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
講
義
と
の
関
係
は
明
白
で
あ
る
。
堀
江
は
小
泉
ら
が
聴
講
し
た
講
義
を
発
展
さ
せ
て
、
著
書
と
し
て
公
刊

し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

堀
江
は
講
義
で
は
、
こ
れ
に
続
け
て
国
家
の
経
費
に
つ
い
て
講
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、『
財
政
学
』
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
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あ
る
。
講
義
の
こ
の
部
分
は
第
三
編

経
費
論
に
相
当
す
る
。
こ
の
編
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
節

経
費
の
性

質
並
に
効
果

第
二
節

経
費
に
関
す
る
一
般
の
原
則

第
三
節

経
費
の
範
囲

第
四
節

経
費
の
分
類

第
五
節

経
費
増

加
の
趨
勢

最
後
の
第
五
節
に
相
当
す
る
部
分
は
、
講
義
の
ほ
う
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

転
じ
て
、
ノ
ー
ト
の
後
半
は
収
入
論
で
あ
る
。
著
書
で
は
、
第
二
編
が
国
家
収
入
論
で
あ
り
、
そ
の
第
一
章
第
二
節
が
、
国
家

収
入
の
種
類
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
章
第
一
節
が
、
官
有
財
産
並
に
官
業
の
目
的
と
さ
れ
て
い
て
、
講
義
と
の
関
係
を
う

か
が
わ
せ
る
。

二
冊
目
は
さ
き
に
構
成
を
示
し
た
よ
う
に
、
租
税
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
国
家
収
入
に
つ
い
て
の
続
き
と
し
て
、

『
財
政
学
』
第
二
編
第
二
章
第
五
節
の
公
益
を
目
的
と
す
る
官
業
に
対
応
す
る
形
で
、
鉄
道
や
郵
便
制
度
の
経
営
形
態
に
つ
い
て

講
じ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
講
義
の
中
身
に
た
ち
い
っ
て
、
両
者
の
関
係
を
調
べ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
、
財
政
の
概
念
に
つ
い
て
述
べ
た
講
義

の
冒
頭
を
見
て
み
よ
う
。

吾
人
人
類
ガ
、
原
始
的
状
態
ノ
生
活
カ
ラ
更
ニ
一
転
シ
進
ム
ル
ト
キ
ハ
必
ズ
家
族
等
ノ
干
係
カ
ラ
一
ノ
国
体
ヲ
形
成
シ
其
国

体
ノ
下
ニ
於
テ
協
同
的
生
活
ヲ
営
ム
ニ
（
13
）

至
ル

こ
の
講
義
の
冒
頭
部
分
は
、『
財
政
学
』
の
次
の
部
分
に
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
訂
正
二
版
の
冒
頭
部
分
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で

あ
る
。
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人
類
が
原
始
的
状
態
よ
り
、
更
に
一
歩
を
進
む
る
時
に
は
、
必
ず
家
族
親
族
等
の
関
係
よ
り
一
群
一
団
を
成
し
、
其
間
に
共

同
の
生
活
を
営
む
を
以
て
、
自
然
の
勢
い
な
り
（
14
）

と
す
。

た
ん
な
る
語
句
の
異
動
を
超
え
て
興
味
深
い
の
は
、
講
義
で
は
「
国
体
」
な
る
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
て
、
天
皇
制
を
暗
黙
に
あ

る
い
は
明
示
的
に
前
提
し
た
、
財
政
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。『
財
政
学
』
で
は
、「
国
体
」
の
二
文
字
は
消
え
、

「
一
群
一
団
」
あ
る
い
は
「
共
同
の
生
活
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
堀
江
の
財
政
学
講
義
は
、
ど
の
よ
う
な
先
行
研
究
に
依
拠
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
講
義
で
あ
る
以
上
、
さ
ま
ざ
ま
な

先
行
学
説
を
利
用
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
ま
も
昔
も
変
わ
り
は
な
い
が
、
以
下
で
は
、
こ
の
講
義
が
ど
の
よ
う
な

先
行
学
説
に
よ
っ
た
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。
と
く
に
、
こ
こ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
の
な
か
で
も
と
く
に
堀

江
が
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ア
ド
ル
フ
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
財
政
学
体
系
と
の
関
係
を
中
心
に
考
察
す

る
。講

義
の
冒
頭
部
分
に
お
い
て
は
、
私
経
済
と
財
政
と
の
類
似
点
や
相
違
点
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ま

ず
は
講
義
で
ど
の
よ
う
な
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
よ
う
。
堀
江
は
、
財
政
は
、
物
質
的
な
手
段
に
よ
っ
て
、
非
物
質

的
な
目
的
を
達
成
す
る
も
の
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い
て
、
こ
の
間
の
事
情
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
人
経
済
ノ
主
タ
ル
目
的
ハ
有
形
ノ
利
益
ヲ
収
得
ス
ル
ニ
ア
レ
共
財
政
ハ
無
形
ノ
利
益
ヲ
挙
ケ
ル
ナ
リ

以
テ
目
的
（
15
）

ト
ス

こ
れ
は
『
財
政
学
』
で
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で
再
生
産
さ
れ
て
い
る
。
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私
人
経
済
の
主
た
る
目
的
は
、
有
形
の
利
益
を
収
得
す
る
に
在
れ
ど
も
、
財
政
は
無
形
の
利
益
を
挙
ぐ
る
を
目
的
と
（
16
）

す
る
。

こ
れ
ら
の
主
張
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
財
政
学
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ラ
ウ
の
財
政
学
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
改
定
を
施

し
た
も
の
か
ら
引
用
す
れ
ば
、
該
当
箇
所
は
つ
ぎ
の
部
分
で
あ
ろ
う
。

財
政
経
済
は
、
物
財
（
貨
幣
）
を
調
達
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
国
家
は
、
強
制
的
共
同
体
に
と
っ
て
の
課
題
を
充
足
す
る
た

め
に
、
と
く
に
非
物
質
的
な
財
を
生
産
す
る
。（「
公
的
組
織
」、
サ
ー
ビ
ス
）
国
家
と
財
政
経
済
を
一
つ
の
経
済
の
総
体
と

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
主
と
し
て
物
質
的
な
財
を
非
物
質
的
な
財
に
転
換
す
る
こ
と
に
（
17
）

あ
る
。

実
際
に
は
私
的
経
済
が
非
物
質
的
な
財
、
サ
ー
ビ
ス
を
産
出
し
、
逆
に
財
政
経
済
が
、
物
質
的
な
財
、
た
と
え
ば
、
橋
や
道
路

を
建
設
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
が
、
ワ
ー
グ
ナ
ー＝

堀
江
に
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
は
な
い
。
公
的
セ
ク
タ
ー
は
、
主
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
を
産
出
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
け
て
、
講
義
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
形
で
、
私
経
済
と
財
政
と
の
相
違
点
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
再
び
、
小
泉
の

ノ
ー
ト
か
ら
引
こ
う
。

財
政
ハ
強
制
的
性
質
ヲ
有
ス
ル
ニ
反
シ
私
人
経
済
ハ
任
意
的
性
質
ヲ
（
18
）

有
ス

こ
れ
が
こ
の
講
義
で
言
わ
れ
て
い
る
第
二
の
相
違
点
と
な
る
。
こ
こ
で
も
、
媒
介
と
し
て
、『
財
政
学
』
の
該
当
箇
所
を
確
認
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し
て
お
く
。
以
下
の
箇
所
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

第
二
、
財
政
は
強
制
的
性
質
を
有
す
る
に
反
し
、
私
人
経
済
は
任
意
的
性
質
を
（
19
）

有
す
。

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
句
読
点
の
有
無
や
、
カ
タ
カ
ナ
書
き
、
通
常
の
平
仮
名
書
き
を
不
問
に
す
れ
ば
、
講
義
中
の
文
章
は
、
そ

の
ま
ま
『
財
政
学
』
に
再
生
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
も
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
財
政
学
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

第
三
の
相
違
と
さ
れ
る
の
が
、
国
家
と
私
人
と
の
生
存
期
間
の
違
い
で
あ
る
。
講
義
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て

い
る
。私

人
経
済
ニ
於
イ
テ
ハ
其
主
体
タ
ル
個
人
ノ
生
存
期
限
ニ
限
リ
ア
リ

法
人
の
存
立
期
限
ニ
モ
亦
一
定
ノ
制
限
ア
レ
共
財
政

の
主
体
タ
ル
国
家
ノ
存
立
期
限
ハ
永
遠
無
窮
ノ
者
（
20
）

ナ
リ

『
財
政
学
』
で
の
表
現
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

私
人
経
済
に
於
て
は
、
其
主
体
た
る
個
人
の
生
存
期
限
に
限
り
あ
り
、
法
人
の
存
立
期
限
に
も
亦
一
定
の
制
限
あ
る
に
反

し
、
財
政
の
主
体
た
る
国
家
の
存
立
期
限
は
永
遠
無
疆
な
り
（
21
）

と
す
。

対
応
す
る
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
財
政
学
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
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国
家
の
生
命
は
無
制
限
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
歴
史
的
に
存
在
し
た
国
家
が
没
落
し
た
と
し
て
も
、
代
わ
り

の
国
家
が
そ
の
後
継
者
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
は
個
々
の
経
済
が
通
常
、
生
命
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
断

念
さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
（
22
）

あ
る
。

い
ま
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
堀
江
の
講
義
や
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
『
財
政
学
』
は
た
し
か
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
強
い
影
響
下
に

あ
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
が
、
堀
江
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
所
説
に
そ
の
ま
ま
し
た
が
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
、
具
体
的
な
例

を
あ
げ
て
、
説
明
し
た
い
。

堀
江
の
講
義
は
、
強
く
自
身
の
立
場
を
主
張
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
ラ
ウ
や
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
見
解
を
中
心
に
ま
ず
は
当
時
の
通

説
と
思
し
き
も
の
を
学
生
に
教
授
す
る
と
い
う
立
場
を
崩
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
は
、
ラ
ウ
の
総
合
的
見
解
や
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
官

業
推
奨
論
と
も
い
え
る
見
解
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
紹
介
は
き
わ
め
て
中
立
的
な
も
の
で
、
官
業
の
是
非
に
つ
い
て
積
極

的
な
自
説
を
展
開
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
続
く
部
分
で
は
彼
自
身
の
所
説
と
考
え
ら
れ
る
独
自
の
見
解
も
披
瀝

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
ラ
ウ
に
も
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
も
な
い
論
点
で
あ
る
。

財
政
上
立
法
部
ヨ
リ
独
立
セ
シ
メ
其
束
縛
ヲ
免
レ
シ
ム
ル
者
ナ
レ
バ
官
有
財
産
官
業
の
拡
張
ハ
決
シ
テ
民
主
政
治
ノ
主
義
ト

一
致
ス
ル
者
ニ
非
ズ

民
主
政
治
ノ
主
義
発
達
ト
共
ニ
自
ラ
官
業
縮
小
ノ
論
ヲ
生
ズ
ル
ハ
当
然
ナ
ル
ガ
（
23
）

…
…

ま
ず
は
、
官
業
の
立
法
府
か
ら
の
独
立
が
語
ら
れ
る
。
形
式
的
、
実
質
的
に
、
た
と
え
ば
そ
の
予
算
措
置
な
ど
が
立
法
府
の
意

思
決
定
の
も
と
に
お
か
れ
ま
た
制
御
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
官
業
は
拡
張
さ
れ
ず
、
ま
た
拡
張
さ
れ
た
と
し
て
も
問
題
と
は
な
ら

小泉信三の筆記ノート
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な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
堀
江
は
、
官
業
が
野
放
図
に
発
展
し
て
い
く
可
能
性
が
高
い
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
上
記

の
引
用
の
な
か
で
目
を
引
く
い
ま
ひ
と
つ
の
論
点
が
、
政
治
と
経
済
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
領
域
は
堀
江
に
あ
っ
て
は
、

不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
民
主
主
義
、
堀
江
の
言
葉
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
民
主
政
治
ノ
主
義
」

は
、
政
体
の
問
題
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
政
治
の
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
官
業
の
拡
張
、
縮
小
は
、
国
営
企
業
の
是
非
と
い

う
、
経
済
の
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
領
域
に
属
す
る
問
題
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
上
記
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
堀
江
は
こ
れ
ら
を
密
接
に
関
係
す
る
問
題
と
し
て
と
ら
え
た
上
で
、
官
業
の
拡
張
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
民
主
主
義
の
世
の
中
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
官
業
の
さ
ら
な
る
拡
張
は
考
え
に
く
い
と
い
う
論
理
構
築
で
あ
る
。
管
見

の
限
り
で
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
ラ
ウ
や
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
は
な
く
、
堀
江
独
自
の
見
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
解
が
ど
こ
か
ら
生
じ
た
か
は
、
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
堀
江
に
と
っ
て
は
官
業

の
拡
大
が
望
ま
し
く
な
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
民
主
政
体
の
発
展
確
立
と
密
接
に
関
係
す
る
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
る
。
こ
れ
ら
は
、
堀
江
独
自
の
見
解
で
あ
る
。

小
括

以
上
の
堀
江
財
政
学
講
義
ノ
ー
ト
の
分
析
に
よ
っ
て
、
得
ら
れ
た
結
果
を
ま
と
め
て
お
く
。
か
つ
て
、
拙
論
に
お
い
て
、
ド

ロ
ッ
パ
ー
ズ
の
講
義
ノ
ー
ト
を
扱
っ
た
こ
と
が
（
24
）

あ
る
。
偶
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
さ
い
分
析
の
対
象
と
し
た
一
八
九
六
年
に
な

さ
れ
た
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
の
講
義
ノ
ー
ト
は
堀
江
筆
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
年
、
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
の
講
義
に
列
し
た
学
生
と
し
て
の

堀
江
が
残
し
た
講
義
ノ
ー
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
拙
論
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
質
問
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ド
イ
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ツ
経
済
思
想
の
影
響
を
受
け
た
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
の
講
義
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
影
響
を
受
け
た
塾
生
は
い
る
の
か
。
つ
ま
り
、
塾

の
経
済
学
者
に
た
い
す
る
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
の
影
響
に
は
い
か
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
今
回
、
扱
っ
た

堀
江
の
財
政
学
講
義
ノ
ー
ト
の
分
析
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
い
に
た
い
し
て
は
、
然
り
と
お
答
え
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
堀
江
に
た
い
す
る
ド
イ
ツ
経
済
思
想
、
と
く
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
影
響
は
顕
著
で
（
25
）

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
は
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
の
講
義
に
ふ
れ
た
こ
と
だ
け
か
ら
く
る
と
は
考
え
に
く
く
、
外
遊
に
さ
い
し
て
の
集
書
な
ど
に
伴
う
成
果
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
同
時
に
、
こ
の
答
え
に
た
い
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
制
約
も
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
堀
江
は
、
官
業
の
役
割
を
一
定
の
範
囲
内
で
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
立
法
府
の
拘
束
か
ら
放
た
れ
て
、

独
自
の
活
動
を
す
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
官
業
の
や
り
方
は
、
民
主
政
体
と
は
元
来
一
致
し
な
い
と

す
る
。
今
日
は
、
民
主
主
義
の
時
代
で
あ
る
か
ら
、
官
業
の
過
剰
な
拡
張
は
容
認
で
き
な
い
と
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
重
要
な
指
摘
で
あ
り
、
堀
江
が
典
拠
し
た
よ
う
な
ド
イ
ツ
経
済
思
想
や
そ
の
ほ
か
の
欧
米
の
経
済
思
想
の
な
か
に
は
な
い
独

自
の
視
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
が
参
照
し
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
な
ど
に
比
べ
れ
ば
、
堀
江
の
立
場
は
自
由
主
義
的
で
あ
る
と
い

（
26
）

え
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
制
約
に
関
連
し
て
、
本
ノ
ー
ト
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
説
に
従
え

ば
、
堀
江
は
、
第
二
回
の
洋
行
後
は
、
著
し
く
社
会
主
義
に
接
近
し
、
経
済
政
策
上
も
介
入
主
義
に
近
い
立
場
を
と
っ
た
と
さ
れ

る
。
本
ノ
ー
ト
の
成
立
は
、
第
一
回
の
洋
行
後
の
明
治
四
十
年
で
あ
る
。
第
二
回
目
の
洋
行
は
明
治
四
十
三
年
で
、
若
干
の
間
が

あ
る
。
も
し
、
堀
江
の
国
営
事
業
拡
張
案
な
ど
が
二
回
目
の
洋
行
後
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
本
講
義
は
ま
だ
古
い
時
期
、
初
期
の
堀

江
の
思
想
を
伝
え
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
ノ
ー
ト
で
、
堀
江
が
過
剰
な
国
営
事
業
の
拡
張

に
さ
い
し
て
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る
の
は
、
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
堀
江
の
思
想
的
変
遷
は
『
財
政
学
』
の
改
定
プ
ロ
セ

小泉信三の筆記ノート
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ス
を
克
明
に
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
は
、
将
来
の
課
題
と
し
て
残
し
て
お
く
。

注（
1
）
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
ノ
ー
ト
が
言
及
さ
れ
た
の
は
、
山
内
慶
太
・
都
倉
武
之
・
神
吉
創
二
編
『
ア
ル
バ
ム

小
泉
信
三
』
慶
應
義

塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
機
会
で
あ
る
。

（
2
）
以
下
、
今
回
は
小
泉
の
筆
記
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
す
る
。
こ
こ
で
の
紹
介
は
、
生
徒
と
し
て
の
ノ
ー
ト
、
そ
し
て
学
生
時

代
の
筆
記
ノ
ー
ト
の
み
で
あ
る
。
以
下
、
順
不
同
に
、
担
当
者
名
と
講
義
名
を
記
す
。
こ
こ
で
の
紹
介
は
、
主
と
し
て
、
福
沢
研
究
セ
ン

タ
ー
小
泉
関
係
資
料
に
付
せ
ら
れ
て
い
た
Ａ
4
二
枚
か
ら
な
る
整
理
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
（
こ
の
整
理
は
、
塾
史

資
料
室
時
代
に
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）。
担
当
者
不
詳
「
三
角
術
」、
田
中
一
貞
「Soziologie

von
I.
Tanaka

」、
川
合
貞
一

「Logic

論
理
学

川
合
氏
講
述
」、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス
・
マ
ク
ラ
レ
ン
（W

alter
W
allace

M
claren

）「M
unicipal

G
overnm

ent

市
政
論B

y
D
r.
M
aclaren

」
担
当
者
不
詳
「
英
文

植
民
」、
中
村
進
午
「
国
際
公
法
論

中
村
博
士
講
述
」、
担
当
者
不
詳
「
民
法
」、

泉
二
新
熊
「
刑
法
各
論

泉
先
生
講
」、
清
水
澄
「
行
政
法
論

清
水
博
士
述
」、
林
毅
陸
「
外
交
史

vol.
II

、
林
教
授
講
述
」、
林
毅

陸
「
外
交
史vol.

III

、
林
教
授
講
述
」。
神
戸
寅
次
郎
「
法
学
通
論
」、
福
田
徳
三
「
社
会
政
策

そ
の
他
」。
上
記
の
う
ち
、
泉
二
、
清

水
は
、
い
ず
れ
も
東
京
大
学
関
係
者
で
あ
り
、
百
年
史
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
長
ら
く
、
憲
法
、
行
政
法
は
「
東
大
教
授
の
出
張
講
義
」

（
慶
應
義
塾
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
、
一
二
七
（
五
二
九
）
頁
）
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
泉
二
も
、

講
義
が
な
さ
れ
た
時
点
で
は
、
東
大
教
授
の
地
位
に
あ
っ
た
。
Ｗ
・
Ｗ
・
マ
ク
ラ
レ
ン
は
、『
日
本
政
府
文
書
』（Japanese

G
overnm

ent

D
ocum

ents

）
の
編
者
。『
明
治
年
間
の
日
本
政
治
史

1867-1912
』
の
著
者
で
も
あ
る
。
な
お
、
最
初
に
あ
げ
た
「
三
角
術
」
だ
け
は
、

予
科
進
学
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
大
学
の
講
義
と
の
関
係
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
神
戸
寅
次
郎
「
法
学
通
論
」
筆
記
ノ
ー
ト

と
福
田
徳
三
「
社
会
政
策

そ
の
他
」
筆
記
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
や
や
詳
し
く
記
す
。
神
戸
の
授
業
は
、
こ
の
な
か
で
、
予
科
二
年
に

配
置
さ
れ
て
い
た
科
目
と
考
え
ら
れ
る
。
ノ
ー
ト
に
小
泉
の
学
年
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
小
泉
が
予
科
に
入
っ
た
の
が
明
治
三
十
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八
年
な
の
で
、
二
年
配
当
の
科
目
だ
と
す
れ
ば
、
三
十
九
年
の
講
義
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
神
戸
は
、
塾
が
最
初
に
海
外
に
派
遣
し
た

法
学
徒
で
あ
り
、
塾
の
法
学
科
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
研
究
者
で
あ
る
。
契
約
法
と
く
に
同
時
履
行
に
つ
い
て
た
ち
い
っ
た
論
及
を

な
し
た
民
法
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
予
科
の
講
義
と
い
う
こ
と
で
専
門
的
な
論
点
の
挙
示
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
時
履

行
論
の
周
辺
で
、
神
戸
ら
し
い
講
義
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
多
大
の
興
味
を
誘
う
点
で
あ
る
。
福
田
は
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
つ

経
済
学
者
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
多
様
な
側
面
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
改
め
て
福
田
の
思
想
を
総
体
と
し
て
評
価
し
よ
う
と
す
る
と
、
困
難

に
逢
着
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
福
田
と
小
泉
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
説
明
す
る
必
要
が
な
い
。
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
の
翻
訳
に
若
き
学
徒

で
あ
っ
た
小
泉
が
従
事
し
た
の
は
、
福
田
と
の
関
係
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
序
文
に
お
け
る
福
田
の
激
賞
の
言
葉
は
一
般
に
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
筆
記
ノ
ー
ト
は
未
整
理
で
、
複
数
の
講
義
が
そ
こ
に
混
在
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
ノ
ー
ト
の
途
中
で
「
労
働

問
題：

そ
の
起
源
、
本
質
な
ら
び
に
解
決
策
」
と
称
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
。
小
泉
の
筆
記
に
は
和
文
と
英
文
が
混
ざ
っ
て
い
て
、
英
文
が

混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
部
分
の
福
田
の
講
述
が
英
語
で
な
さ
れ
た
可
能
性
も
示
唆
し
て
い
る
。
経
済
学
史
的
な
教
授
も
な
さ
れ
て
い

て
、
と
く
に
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
、
な
か
で
も
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ロ
ッ
シ
ャ
ー
に
た
い
す
る
高
い
評
価
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
。「
ド
イ
ツ
で

も
他
国
で
も
、
ロ
ッ
シ
ャ
ー
の
学
説
の
主
た
る
部
分
を
受
け
入
れ
る
経
済
学
者
は
増
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
業
績
は
経
済
学
の

新
し
い
一
時
代
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
い
え
る
」（
原
文
英
文
）
と
い
う
の
が
、
本
講
義
に
お
け
る
福
田
の
ロ
ッ
シ
ャ
ー
評
価
で
あ
る
。

（
3
）
同
時
履
行
論
と
い
う
観
点
か
ら
な
る
神
田
の
再
評
価
に
つ
い
て
は
、
北
居
功
「
神
戸
同
時
履
行
論
再
考
―
―
神
戸
寅
次
郎
の
解
釈
理
論

と
そ
の
現
代
へ
の
再
生
」、
安
西
敏
三
・
岩
谷
十
郎
・
森
征
一
編
著
『
福
澤
諭
吉
の
法
思
想
』、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
所

収
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
以
下
、
義
塾
史
、
あ
る
い
は
当
時
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
慶
應
義
塾
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
昭
和

三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
に
負
う
。

（
5
）
堀
江
に
つ
い
て
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
評
価
と
し
て
は
、
上
久
保
敏
「
堀
江
帰
一
の
人
物
像
・
学
説
・
思
想
」、
池
田
幸
弘
・
小
室
正

紀
編
『
近
代
日
本
と
経
済
学

慶
應
義
塾
の
経
済
学
者
た
ち
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
所
収
を
見
ら
れ
た
い
。
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（
6
）
戒
田
郁
夫
『
西
欧
財
政
学
と
明
治
財
政
』
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
年
、
七
一
―
七
三
頁
。
戒
田
氏
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ

て
、
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
と
堀
江
の
講
義
と
の
関
係
を
強
調
す
る
。
そ
の
点
で
、
本
稿
の
視
点
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
論
及
す
る
ほ
か
な
い
。「
若
く
し
て
自
由
主
義
経
済
学
徒
と
し
て
は
出
発
し
た
堀
江
も
、
塾
生
時
代
に
ド

ロ
ッ
パ
ー
ズ
か
ら
、
ま
た
欧
米
留
学
の
最
終
地
ド
イ
ツ
で
は
新
歴
史
学
派
の
拠
点
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
研
鑽
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
直
接
間

接
そ
の
経
済
思
想
の
影
響
を
蒙
ら
な
い
筈
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
帰
国
後
、
当
時
日
本
の
財
政
学
界
に

定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
ワ
グ
ナ
ー
ら
の
ド
イ
ツ
財
政
学
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
の
も
の
を
テ
キ
ス
ト
に
選
ん

だ
の
は
、
彼
の
自
由
主
義
経
済
思
想
に
対
す
る
信
念
に
ゆ
ら
ぎ
の
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
」。
戒
田
郁
夫
、
前
掲
書
、
七
二

頁
。
な
お
、
こ
の
指
摘
に
た
い
し
て
論
評
す
れ
ば
、
自
著
出
版
前
の
テ
キ
ス
ト
の
選
定
と
し
て
は
、
当
該
書
物
に
た
い
す
る
担
当
者
の
信

頼
や
理
解
な
ど
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
語
種
の
問
題
は
否
定
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
も
ち
ろ
ん
ド
イ
ツ
語
に
堪
能
な
学

生
は
い
た
だ
ろ
う
が
、
英
語
で
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
学
生
に
と
っ
て
も
便
利
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）
小
泉
の
章
や
節
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
に
は
若
干
の
混
乱
が
あ
る
が
、
上
記
の
整
理
で
は
論
理
的
な
順
序
を
優
先
さ
せ
て
い
る
。

（
8
）
そ
し
て
、
奇
妙
な
こ
と
に
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
は
参
考
文
献
リ
ス
ト
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
詳
細
な
考
証
を
必
要
と
し
よ
う
。

以
下
、
堀
江
が
あ
げ
て
い
る
文
献
を
列
挙
す
る
。Lorenz

von
Stein,

Finanzw
issenschaft,

5.
A
uflage,

1885-86,
Em
il
Sax,

G
run-

dlegung
der
theoretischen

Staatsw
issenschaft,1887

�
A
dolph

W
agner,Finanzw

issenschaft,1878-99
�
K
arl
Theodor

Eheberg,

Finanzw
issenschaft,

7.
A
uflage,

1903
�
G
ustav

C
ohn,

System
der
Finanzw

issenschaft,
1889

�
Luigi

C
ossa,

Theory
and

M
ethod

ofTaxation
�
C
harles

B
ulloch,Selected

Readings
in
Public

Finance,1906
�
A
rm
itage-Sm

ith,Principles
and
M
ethod

of
Taxation,

1906
�
H
enry

A
dam
s,
The

Science
of
Finance,

1898
�
C
arl
Plehn,

Introduction
to
Public

Finance,
1896

�

W
inthrop

D
aniels,

The
Elem

ents
of
Public

Finance,
1899.

（
以
上
、
明
ら
か
に
小
泉
あ
る
い
は
堀
江
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
も
の

は
、
訂
正
し
て
あ
る
。）

（
9
）
堀
江
帰
一
『
財
政
学

全
』
訂
正
第
二
版
、
明
治
四
二
年
、
序
、
一
頁
。
以
下
、
引
用
は
す
べ
て
訂
正
第
二
版
に
よ
る
。
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（
10
）
堀
江
帰
一
『
堀
江
帰
一
全
集

第
十
巻

雑
誌
論
文
・
日
記
及
書
簡
』
改
造
社
、
昭
和
四
年
、
七
五
九
頁
。

（
11
）
前
掲
書
、
七
五
九
―
七
六
〇
頁
。

（
12
）
前
掲
書
、
七
六
一
頁
。
な
お
、
こ
の
点
の
指
摘
は
、
玉
置
紀
夫
「
堀
江
帰
一
の
ロ
ン
ド
ン
」、『
近
代
日
本
研
究
』
第
七
巻
、
一
九
九
〇

年
に
よ
る
。
な
お
、
玉
置
氏
は
、
堀
江
の
社
会
問
題
や
貨
幣
・
銀
行
論
に
た
い
す
る
関
心
を
フ
ォ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
と
の
出
会
い
に
帰
着
さ

せ
て
い
る
。
財
政
学
に
た
い
す
る
関
心
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
説
明
が
つ
く
の
か
は
、
や
は
り
将
来
の
課
題
で
あ
る
。
前
掲
玉
置
論
文
、

五
〇
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
13
）
「
財
政
学
」
筆
記
ノ
ー
ト
、
二
頁
。
な
お
、
本
ノ
ー
ト
の
読
解
に
つ
い
て
は
、
西
澤
直
子
氏
・
横
山
寛
氏
の
御
指
導
を
得
た
こ
と
を
付

記
し
、
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
14
）
堀
江
帰
一
『
財
政
学

全
』
一
頁
。

（
15
）
「
財
政
学
」
筆
記
ノ
ー
ト
、
九
頁
。

（
16
）
堀
江
帰
一
『
財
政
学

全
』
一
〇
―
一
一
頁
。

（
17
）A

dolph
W
agner,Finanzwissenschaft,m

itBenutung
von
Rau’s

G
runds�tzen

der
Finanzwissenschaft,zw

eite,w
esentlich

um
-

gestaltete
und
verm

ehrte
A
usgabe

des
I.Theils

der
N
eubearbeitung,Erster

Theil.Einleitung,O
rdnung

der
Finanzw

issenschaft.

Finanzbedarf.Privaterw
erb.Leipzig

und
H
eidelberg,C

.F.W
inter’sche

V
erlagshandlung,1877,S.14.

（
18
）
「
財
政
学
」
筆
記
ノ
ー
ト
、
一
一
頁
。

（
19
）
堀
江
帰
一
『
財
政
学

全
』
一
三
頁
。

（
20
）
「
財
政
学
」
筆
記
ノ
ー
ト
、
一
三
頁
。

（
21
）
堀
江
帰
一
『
財
政
学

全
』
一
五
頁
。

（
22
）

a.a.O
.,S.15.

（
23
）
「
財
政
学
」
筆
記
ノ
ー
ト
、
六
二
頁
。

小泉信三の筆記ノート
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（
24
）
池
田
幸
弘
「
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
の
経
済
学
―
―
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
と
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
」『
近
代
日
本
研
究
』

第
一
四
巻
、
一
九
九
八
年
、
二
八
二
―
二
五
六
頁
（
池
田
幸
弘
・
小
室
正
紀
『
近
代
日
本
と
経
済
学

慶
應
義
塾
の
経
済
学
者
た
ち
』
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
、
第
三
章
と
し
て
再
録
）。

（
25
）
前
掲
上
久
保
論
文
や
戒
田
郁
夫
氏
は
、
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
と
堀
江
財
政
学
体
系
と
の
親
近
性
を
強
調
し
て
い
る
。
本
文
に
記
し
た
よ
う

に
、
私
自
身
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
る
。
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
と
堀
江
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
他
日
を
期
し
た
い
。
戒
田
郁

夫
『
西
欧
経
済
学
と
明
治
財
政
』
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
年
。

（
26
）
詳
細
な
議
論
は
他
日
に
ゆ
だ
ね
ざ
る
を
え
な
い
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
福
沢
の
思
想
と
の
関
係
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官

へ
の
過
剰
な
依
頼
と
、
そ
れ
と
並
存
す
る
恐
怖
な
ど
を
強
く
批
判
し
た
、
福
沢
と
堀
江
の
官
業
拡
充
に
た
い
す
る
警
戒
と
は
期
を
一
に
す

る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
福
沢
の
官
に
た
い
す
る
対
応
は
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
鉄
道
国
営
化
に
か
ん
す
る
是
非
に
つ
い
て

の
そ
の
所
論
が
伝
え
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
。
前
掲
上
久
保
論
文
で
も
、
福
沢
と
の
関
係
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

上
久
保
敏
「
堀
江
帰
一
の
人
物
像
・
学
説
・
思
想
」、
池
田
幸
弘
・
小
室
正
紀
編
『
近
代
日
本
と
経
済
学

慶
應
義
塾
の
経
済
学
者
た
ち
』

一
二
六
頁
参
照
。
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